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ど
う
い
う
わ
け
か
、
ド
ラ
マ
で
落
城

の

場
面
が
で
て
く
る
と
、
妙
に
血
が
騒
ぐ
。

会
津

の
自
虎
隊
や
、
城
山
の
西
郷
隆
盛
や
、

「
風
と
共
に
去
り
ぬ
」
か
ら

「
忠
臣
蔵
」

ま

で
、
筋
書
き
が
わ
か

っ
て
い
て
も
、
見

飽
き
な
い
。
そ
こ
に
、
滅
び

の
美
学
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
潔
く

散
る
者
よ
り
、
無
念

の
思
い
で
城
を
落
ち

の
び
る
者

の
方
に
、
よ
り
興
味
が
あ
る
。

苦
節
数
十
年
再
起
す
る
者
や
、
何
世
代
も

世
を
偽
り
、
身
を
隠
し
続
け
る
者

の
方
が
、

屈
折
し
て
い
て
奥
行
き
が
あ
り
、
人
間
く

さ
い
。

好
き
な
物
語
は
と
開
か
れ
れ
ば
、
や
は

り
、
三
国
史
か
、
平
家
物
語

で
あ
る
。

私
事
で
恐
縮
だ
が
、

・
私

の
父

の
家
系
は
、

曾
祖
父

の
代
ま
で
平
家

の
姓
を
名
乗

っ
て

い
た
。
江
戸
時
代
、
ど
う
取
り
入

っ
た
か

旗
本
に
な
り
、
何
代
か
奉
行
職
を
勤
め
、

幕
末
に
は
徳
川
慶
喜
ら
と
駿
府
に
落
ち
、

彰
義
隊

の
落
武
者
を
か
く
ま

っ
た
り
し
た
。

私
自
身
も
難
民
体
験
が
あ
り
、　
一
九
四
五

間

詢品
　
雄

年
、
ソ
連
の
戦
車
に
追
わ
れ
て
脱
出
し
た

家

の
カ
ギ
は
、
さ
び

つ
い
た
ま
ま
、
今

で

も
未
練
が
ま
し
く
タ
ン
ス
の
中
に
あ
る
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
映
画
、
ア
ン
ジ

ェ
イ

・
ワ

イ
ダ
監
督
の

「
地
下
水
道
」

「
灰
と
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
」

「
大
理
石

の
男
」

「
鉄

の
男
」

な
ど

一
連
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、
制

約
さ
れ
た
状
況

の
中
で
使
わ
れ
る
言
語

の

意
味

の
二
重
性
が
、
な
ぞ
解
き
の
よ
う
に

お
も
し
ろ
い
。
彼

の
作
品
は
、
裏
切
り

へ

の
苦
渋
に
満
ち
て
い
る
が
、
歳
月
が
そ
れ

を
い
や
す

「
許
し
」
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。
そ
の
映
像
や
せ
り
ふ
は
、
陰
影
に
富

み
、

エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
で
、
暗
号

の
解

読

の
よ
う
に
、
何
度
見
て
も
、
そ
の
つ
ど

新
し
い
発
見
が
あ
る
。

ワ
イ
ダ
は
私
と
同

世
代

で
あ
る
。
彼

の
父
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
栄
光
の
シ
ン
ポ
ル
だ

っ
た
騎
兵
隊
将
校

で
あ
り
、
ソ
連
軍
の
捕
虜
と
な
り
、
カ
チ

ン
の
森
で
殺
さ
れ
た
こ
と
を
最
近
知

っ
た
。

最
近
、
社
会
主
義
国

の
映
画
が
さ
え
て

き
た
。
中
国

の
謝
晋
監
督

の

「
芙
蓉
鎮
」

も
、
時
代
に
こ
び
て
生
き
る
人
間

の
迷
妄

と
矛
盾
を
鋭
く
え
ぐ

っ
て
い
た
。

か

つ
て
社
会
主
義
は
、
若
者
た
ち
の
希

望

の
星
だ

っ
た
。
そ
の
国

で
労
働
者
が
ス

ト
ラ
イ
キ
権
を
求
め
て
立
ち
上
が

っ
た
と

い
う

ニ
ュ
ー
ス
は
、
意
外
性
よ
り
新
鮮
な

驚
き
が
あ

っ
た
。
自
主
労
組
連
帯
の
ワ
レ

サ
委
員
長
が
、
ス
ト
に
突
入
し
た
日
、
仲

間
た
ち
に
酒
を
飲
ま
な
い
よ
う
提
案
し
、

そ
れ
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
報
道
は
、

さ
ら
に
ホ
ッ
ト
だ

っ
た
。
弾
圧
や
迫
害
よ

り
も
、
酒
や
供
応

で
骨
抜
き
に
さ
れ
る
方

を
気
に
し
た
と
い
う
の
が
、
い
か
に
も
ポ

ー
ラ
ン
ド
ら
し
い
。

千
年

の
興
亡

の
歴
史
と
、
騎
士
道
精
神

と
、
美
女
と
酒

で
有
名
な
こ
の
国
は
、
社

会
主
義
で
あ
り
な
が
ら
今

で
も
、
女
性
に

ハ
ン
ド
キ
ス
す
る
優
雅
な
習
慣
を
残
し
て

い
る
。
労
働
組
合

の
間
士
が
、
敬
け
ん
な

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒

で
あ
り
、
激
情
的
な
行

動
と
、
お

っ
と
り
し
た
物
腰
が
、
ア
ン
ピ

バ
ラ
ン
ト
に
共
存
す
る
こ
の
国

の
民
族
性

は
ヽ
社
会
心
理
的
に
も
、
興
味
は

つ
き
な

い
。札

幌
で
、

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
を
考
え

る
会
」
を
作

っ
た
の
は
、
連
帯
運
動
が
規

制
さ
れ
、
し
だ
い
に
不
自
由
に
な
っ
て
き

た
八
二
年
の
初
め
で
あ
る
。
東
京
の
工
藤

幸
雄
氏
か
ら
札
幌
の
沢
田
誠

一
氏
に
電
話

が
あ
り
、
私
が
沢
田
氏
か
ら
相
談
を
受
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
知
人
に
呼
び
か
け
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
第

一
回
の
会
合
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は
四
十
人
ぐ
ら
い
集
ま

っ
た
。
当
時
衆
議

院

に
い
た
横
路
氏
も
参
加
し
て
く
れ
た
。

と
り
あ
え
ず
事
務
局

の
窓
口
を
、
秘
書
の

斉
藤
那
昭
氏

の
所
に
置
き
、
毎
月

一
回

の

割
合

で
、
研
究
会
、
講
演
会
、
映
画
会
等

の
行
事
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
横
路
氏
夫

人
由
美
子
さ
ん
も
よ
く
顔
を
出
し
て
く
れ

た
。
現
在

の
ポ
文
協

の
人
た
ち
と
の
つ
き

合

い
も
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。

ワ
レ
サ
氏
が
連
帯
を
代
表
し
て
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
も
ら

っ
た
と
き
、
札
幌

で
も
、

有
志
が
き
さ
や
か
な
集
会
を
開
き
、
同
氏

に
祝
電
を
送

っ
た
。
し
か
し
、
電
報
局

の

説
明
に
よ
る
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
本
人
の

手
も
と
に
確
実
に
届
く
保
証
は
な
い
と
の

こ
と
だ

つ
た
。

私
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
人
た
ち
と
直
接
出

会

っ
た
の
は
、
八
三
年
、
国
立
舞
踊
団

「

ガ
イ
ク
」
を
日
本
に
呼
ん
だ
と
き
で
あ
る
。

東
欧
芸
術
家
交
流
協
会
か
ら
横
路
氏

の
所

へ
協
力
依
頼
が
来
た
の
だ
が
、
そ
の
と
き

す
で
に
知
事

の
公
職
に
あ

っ
た
の
で
、
結

局
自
由
な
立
場
に
あ
る
私
が
個
人

の
責
任

で
、
北
海
道
公
演
を
引
き
受
け
る
こ
Ｌ
に

な

っ
た
。

全
員
、
リ
ル
シ
ャ
リ
大
学
出
と
い
う
明

る
く
元
気
な
彼
ら
と
の
毎
日
は
、
歌
や
闘

り
だ
け
で
な
く
、
知
的
な
刺
激

の
面

で
も

忘
れ
ら
れ
な
い
思

い
出
と
な

っ
た
。
い

つ

も
ど
こ
か

で
光

っ
て
い
る
監
視

の
日
を
気

に
し
な
が
ら
も
、
連
帯
や
、
対
ソ
感
情
や
、

日
本

へ
の
熱
い
思
い
を
率
直
に
翻

っ
て
く

＼
ハ

リ

／ れ
た
時

の
、
ス
リ
ル
や
興
奮
は
、
私
に
と

っ
て
異
文
化
と
の
貴
重
な
体
験

で
あ
り
、

衝
撃
だ

っ
た
。

彼
ら
が
、
帰
国
後
ど
う
な

っ
た
か
は
わ

か
ら
な
い
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
そ
の
後

の

協
会

の

一
周
年
に
あ
た
り
、
こ
こ
ろ
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
．
私
は
以
前
か

ら
ビ
ア
ノ
を
通
じ
て
シ
ョ
バ
ン
の
国
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
に
興
味
を
持

っ
て
い
た
の
で
す

が
、
会
員
に
な

っ
て
以
来
、
よ
り

一
層
親

し
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
現
在
私
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
イ
ー

ン
に
住
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
こ
こ
に
来

る
こ
と
に
な
ら

た
の
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
出

身

の
人
と
知
り
合
い
、
近
く
結
婚
す
る
こ

と
に
な

っ
た
た
め
な
の
で
す
。
北
海
道
と

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
生
ま
れ
た
者
が
偶
然
出
会

い
、

こ
こ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
住
ん
で
い
る

訳

で
す
。
幼
い
頃
か
ら
顕
の
中

で
思
い
Ⅲ

い
て
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
す
が
、
偶
然
に

も
こ
の
国
が
舟
近
な
も
の
と
な
り
、
こ
れ

か
ら
―ＩＬ
私
も
第

二
の
故
郷
と
し

て
、
そ
の

伝
綺
を
受
け
継
ぎ
、
学
び
、
生
き
て
ゆ
く

こ
Ｌ
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
訪
れ
た
こ
Ｌ
は

六
年
は
、

ワ
イ
ダ

の
映
画

の
続
編

の
シ
ナ

リ
オ
に
も
な
る
よ
う
な
ド
ラ
マ
に
満
ち
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

（
札
幌
学
院
大
学
教
授
）

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会

役
　
員
　
名
　
簿

会
長

副
会
長

運
営
委
員

事
務
局
長

監
査
委
員

今
村
　
成
和

遠
藤
　
道
子

伊
東
　
孝
之

大
竹
　
　
貞

小
笠
原
正
明

（
会
計
担
当
）

小
林
　
暁
子

霜
田
千
代
麿

灰
谷
　
慶
二

長
谷
川
洋
行

藤
原
　
動
夫

本
問
　
一晶
雄

三
澤
　
正
博

和
国
　
　
完

吉
田
　
　
宏

方
波
見
雅
夫

相
馬
　
純
吉

原
稿
募
集
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
関
す
る
随
筆
、

紀
行
文
、
評
論
な
ど
を
事
務
局
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
．
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
お
よ

び
ポ
文
協
に
つ
い
て
の
断
片
的
な
感
想
、

コ
メ
ン
ト
、
ニ
ュ
ー
ス
等
を
葉
苦

一
枚
に

ま
と
め
て
お
送
り
く
だ
さ
い
ｏ

非5

あ
り
ま
せ
ん
が
、
話
を
聞
く
た
び
に
、
と

て
も
美
し
い
国

で
あ
る
こ
と
を
、
ま
た
人

々

の
メ
ン
タ
リ
テ
イ
ー
に
も
共
通
の
も
の

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
北
海
道
と
ポ

ー
ラ
ン
ド
を
結
ぶ
貴
重
な
文
化
協
会
も
誕

生
し
、
交
流
に
力
を
尽
く
さ
れ
て
い
る
こ

と

で
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
私
も
北
海
道
と

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
相
互
理
解
、
文
化
交
流
な

ど
に
、
僅
か
な
が
ら
力
に
な
る

べ
く
努
力

し

て
い
く

つ
も
り
で
す
。

こ
ち
ら
ウ
イ
ー
ン
も
か
な
り
寒
く
、
雪

が
降

っ
て
い
ま
す
。
札
幌

で
も
雪
が
ち
ら

つ
い
て
い
る
頃

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら

も
ま
す
ま
す
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
健
康
に
気
を

つ
け
て
お
過
ご

し
下
さ
い
。

で
は
ま
た
お
便
り
し
ま
す
。

（
一
九
八
八
年
十

一
月

二
十
八
日
、
ウ

イ
ー
ン
に
て
）
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ポ
ー
ラ
ン
ド
，
日
本
協
会
は

一
九
八
二

年
九
月
に
ウ
ッ
ジ
で
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

ウ
ッ
ジ
に
は
日
本
の
文
化
や
日
本
に
起
源

を
も
つ
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
を
も
つ
人
た
ち

が
い
て
、
こ
の
協
会
を
設
立
す
る
こ
と
を

提
案
し
た
か
ら
で
す
。　
一
九
八
三
年
二
月

に
も
た
れ
た
組
織
化
の
た
め
の
会
議
で
、

役
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
ウ
ッ
ジ

エ
科
大
学
学
長
の
ジ
ェ
ル
シ
ー

・
ク
ロ
ー

教
授
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
ー
日
本
協
会
ウ
ッ
ジ

支
部
の
最
初
の
支
部
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

約
二
百
五
十
人
の
異
な
る
サ
ー
ク
ル
の
人

々
が
こ
の
協
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
わ
た

し
た
ち
の
目
的
は
、
日
本
の
文
化
、
歴
史
、

文
学
、
演
劇
、
ス
ポ
ー
ツ
、
経
済
、
政
治

お
よ
び
科
学
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
考
古
学

。

民
族
学
博
物
館
に

一
室
を
得
て
、
週
に

一

度
集
ま

っ
て
協
会
に
関
す
る
問
題
に

つ
い

て
議
論
し
ま
す
。
通
常
月

一
回

の
講
演
ま

た
は
公
演
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば

一
九
八
七
年
に
は
ク
ロ
ー
教
授

の
中
国
旅
行
に

つ
い
て
の
お
話
、
盆
栽
、

日
本

の
現
代
映
画
、
日
本
音
楽
、
日
本

の

日
常
生
活
に
関
す
る
本

の
著
者
に

つ
い
て

の
集
い
が
開
か
れ
ま
し
た
。

年
に

一
度
、
わ
た
し
た
ち
は
い
わ
ゆ
る

「
日
本
文
化
週
間
」

（
注

一
）
を
企
画
実

行
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
ウ
ッ
ジ

の
お
け
る

大
き
な
行
事

の

一
つ
で
す
。
今
年
は
茶

の

湯

の
師
匠
が
開
会
式
に
招
か
れ
ま
し
た
。

翌
日
は
盆
栽
と
生
け
花

の
発
表
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
日
本
音
楽
、
文

楽
、
演
劇
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
、
ス
ポ
ー

ツ
に

つ
い
て
の
行
事
、
ウ
ッ
ジ
在
住

の
日

本
人
Ｌ
の
話
合
い
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

夜

に
は
日
本
映
画
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
現
代
日
本

の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
、
着
物
、

折
り
紙
な
ど
の
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
年
を
通
じ
て
、
日
本
語
、
折
り
紙
、

お
よ
び
習
字

の
講
習
会
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
．
参
加
者
は
わ
た
し
た
ち
の
六
百
冊
に

お
よ
ぶ
蔵
書

の
中
か
ら
本
や
辞
書
を
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ら
の
本

の
多

く
は
日
本
の
基
金
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で

す
。わ

た
し
た
ち
は
ま
た
日
本

の
大
使
館
か

ら
非
常
な
援
助
を
受
け
て
い
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
す

べ
て
の
行
事

の
資
金
は
、
地
方
自

治
体
か
ら
得

て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の

協
会

の
会
員
は
ふ

つ
う
は
協
会

の
仕
事

で

報
酬
を
得
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
た
ち
は
講
師
と
し
て
吉
田
正
勝

氏
を
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
彼

の
献
身
的

な
仕
事
ぶ
り
は
非
常
に
感
謝
さ
れ
て
い
ま

す
。わ

た
し
た
ち
の
協
会

の
人
た
ち
の
多
く

は
、
日
本

の
人
々
と
親
密
に
な
り
た
い
と

強
く
希
望
し
て
い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
ポ
ー

ラ
ン
ド
と
日
本

の
人
た
ち
の
直
接

の
文
通

を
開
始
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
ｏ

で
き
た
ら
、
文
通
し
た
い
人

の
名
前
、
興

味

の
範
囲
、
年
齢
、
文
通

の
た
め
の
言
語

な
ど

の
リ
ス
ト
を
送
り
た
い
も
の
で
す

（

注

二
）
。

わ
た
し
た
ち
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
ー
日
本
協

会

の
人
た
ち
が
北
海
道
札
幌

―
―
日
本

で

一
番
美
し
い
島

―
―

の
人
々
に
対
し
て
抱

い
て
い
る
非
常
に
暖
か
い
気
持
ち
を
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
．

（
原
文
は
英
語
、
小
笠
原
正
明
訳
）

（
注

一
）
次
号
に
そ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
掲

載
す
る
予
定

で
す
。

（
注

二
）

「
ポ
ー
レ
」
四
号
に
ポ
ー
ラ
ン

ド
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
リ
ス
ト

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
バ
デ
レ
フ
ス
キ
ー

・
シ
マ
ノ
フ
ス
キ
演

奏
会日

時
　
七
月
二
十

一
日

（
金
）

場
所
　
札
幌
サ
ン
プ
ラ
ザ

・
ホ
ー
ル

◆
ギ
エ
ル
＝
ジ
ョ
ー
ト

（
シ
ョ
バ
ン
音
楽

院
院
長
）
演
奏
会

日
時
　
九
月
十
七
日

（
日
）

場
所
　
札
幌
教
育
文
化
会
館

曲
ロ
　
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
舞
山
、
マ
ズ
ル

カ
、
ポ
ロ
ネ
ー
ズ

◆
右
に
同
じ

日
時
　
九
月
十
八
日

（
月
）

場
所
　
”７
広
市

曲
日
　
右
に
同
じ

◆
マ
ゾ
フ
シ
ェ
舞
路
団

（
民
音
主
イ１１
）

日
時
　
十

一
月
十
七
日

（
金
）

場
所
　
札
幌
厚
生
年
金
会
館
ホ
ー
ル

内
容
　
民
族
舞
踊
、
歌

＼
▼
、
、
キ‐
‐‐
′′／

／
／

み

な

さ

ま

へ

日

本

の

-3-



楽
し
く
学
ぶ

【
講
　
師
】

【
内
　
容
】

【
授
業
料
】

【
中
込
先
】 ポ

ー
ラ
ン
ド
語
講
習
会

●
か
ね
て
か
ら
要
望

の
あ

っ
た

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
講
習
会
」
を
、

い
よ

い
よ
五
月
九

日
か
ら
開
始
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
ポ

ー
ラ
ン
ド
語
と
生
活
を
結
び

つ
け
た
　
楽
し
く

て
分
か
り
や

す
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
講
座
　
を
め
ざ
し

て
、
左
記

の
よ
う
に
行

い

ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

【
期
　
間
】

五
月
九
日

（
火

）
―
七
月
十

一
日

（
火

）

（
十
週
間
）

【
時
　
間
】

午
後
六
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
の
二
時
間

【
会
　
場
】

ク
リ
ス
チ

ャ
ン
セ
ン
タ
ー

（
住
所
）
札
幌
市
北
区
北
七
条
西
六
丁
目

（
電
話
）
七
三
六
―
三
三
八
八

ガ
ジ
ミ

エ
シ
ユ
＝
コ
グ
ト
氏

（ポ
ー
ラ
ン
ド
人
）

初
級
会
話
と
初
級
文
法

十
週
間
で

一
万
円

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
事
務
局

（
住
所
）
札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
二
丁
目

（
電
話
）
二
二

一
―
八
六
七
二

※

ハ
ガ
キ
か
電
話
で
、
五
月
六
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
事
務
局
か
藤
原

（電
話
八
九
四
―
〇
五
七
〇
）
ま
で

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ポ
文
協
例
会

（
第
五
回
）

ァ
ン
ジ

エ
イ

ワ
イ
ダ

の

●
新
し
い
企
画
と
し
て
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
映
画
を
取
り
上
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
第

一
回
目
と
し
て
、

ア
ン
ジ

ェ
イ

ｏ
ワ
イ

グ
監
督

の
名
作

「
地
下
水
道
」
の
十
六
ミ
リ
映
画

の
上
映
会
を
行

い
ま
す
。

●
上
映

に
先
立
ち
、
本
会
会
員

の
伊
東
孝
之
氏

に
よ
る
時
代
背
景

に

つ
い
て
の
解
説
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
会
員
以
外

の
方
も
入
場
可
能

で
す
の
で
、
皆
様
お
さ
そ
い
合
わ

せ
の
上
、
ふ
る

つ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】
　

五
月
二
十
七

日

（土
）
午
後

一
時
二
十
分
よ
り

【
場
　
所
】

札
幌
市
青
少
年

セ
ン
タ
ー

・
ホ
ー
ル

（
住
所
）
札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
七
丁
目

（
電
話
）
二
六

一
―
〇

一
一
八

【
解

説
】

伊

東

孝

之

（北
大

ス
ラ
ブ
研
究
セ

ン
タ
ー
教
授
）

【
入
　
場
】

無
　
料

【
共
　
催
】
　

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
下
文
化
協
会

イ
メ
ー
ジ

，
ガ

レ
リ
オ

※
詳

し
く
は
ポ
文
教
事
務
局
ま
た
は
小
笠
原

（
電
話
七

一
六
―

二

一
一
一
内
線
六
七
四
八
）
ま

で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
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